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これからこれから今まち
　の
まち
　の 今 これから今………

　「幸せな子を育てるのではなく、

どんな境遇におかれても幸せにな

れる子を育てたい」。さまざまな教

育論がありますが、この言葉ほど

教育の本質を表した言葉はないと

思います。

　今年度からすべての中学校区で

新たに学習支援事業をスタートい

たします。未来を担う子ども達に、

基本的な学力を身につけさせるこ

とは家庭と自治体の責務です。全

国学力テストでは全国と狭山市を

比較することができますが、その

結果は良い状況ではありません。

さまざまな理由があると思います

が、経済格差や家庭の貧困など個

人の力だけでは乗り越えることが

難しい壁があるのも事実です。こ

うした状況を踏まえながら、どん

な境遇にあっても自分の意欲さえ

あれば、自分の夢を切り開くこと

ができる、また、そうした子ども達

を応援する、そのような社会を目

指します。

　さて、熊本県を中心とする九州

地方の震災で被災された皆様には

心からお見舞い申し上げます。一

日も早い復興をお祈りいたします

とともに、私たちもできる限りの

支援を行ってまいります。

市長の主な動き
○4/1…辞令交付式、臨時庁議 ○4/3…消
防団入団式 ○4/8…市立中学校入学式、
狭山准看護学校入学式 ○4/9・10…映画
撮影現場公開 ○4/11…市立幼稚園入園
式、県市長会定期総会 ○４/11～15…登
校交通安全指導 ○4/12・20…入間基地訪
問 ○4/14…入間基地葬送式 ○4/18…市
内4大学との連携に関する基本協定締結
式 ○4/21…市議会第1回臨時会 ○4/29
…狭山新茶と花いっぱいまつり 

学力日本一を目指します

ONE for ALL

未来を担う中学生の夢を応援します

⑦

  市内の４大学と連携に関する基本
協定を締結

　4月18日 ㈪、

狭山市と西武

文理大学、東京

家政大学、武蔵

野学院大学、武

蔵野短期大学

の4大学が、そ

れぞれ連携に関

する基本協定を

締結しました。

　この協定は、少子高齢化や人口減少が進むなか、若

い世代の感性や発想力をまちづくりに生かし、「いつ

までも住み続けたい」、「住んでみたい」と誰もが感じ

ることができる狭山市を実現することを目的として

います。

　協定締結を契機に、今年度は、それぞれの大学に通

う大学生が、若い世代を狭山市に呼び込むための「魅

力づくり」を企画・立案し、市長へ直接プレゼンテー

ションする事業を実施します。

　それぞれが持つ強みを、一層生かすことのできる

連携体制を構築することで、魅力と活力のあるまち

づくりを進めます。

問合せ政策企画課へ内線7133

（左から宮本武蔵野短期大学学長、高橋

武蔵野学院大学学長、小谷野市長、川合東

京家政大学学長、德田西武文理大学学長）

　4月20日㈬、小谷野市長が基地司令に安全飛行の徹

底を求める要望書を提出しました。これは、4月6日㈬

に発生した墜落事故を受けて、申し入れたものです。

問合せ基地対策課へ内線7135

  入間基地へ安全飛行の徹底を申し入れ

  正副議長を選出。各委員会委員を選任
　4月21日㈭、狭山市議会臨時会を開催し、次のとお

り決定しました。（敬称略。◎は委員長、○は副委員長）

　議長 町田昌弘　副議長 内藤光雄

◆議会運営委員会

　◎新
あ

良
ら

守克　○太田博希

金子広和、土
ひじかた

方隆司、笹本英輔、綿貫伸子、大沢えみ

子、中村正義

◆総務経済委員会

　◎太田博希　○三浦和也

高橋ブラクソン久美子、加賀谷勉、猪股嘉直、中村

正義、田村秀
しゅうじ

二、町田昌弘

◆文教厚生委員会

　◎綿貫伸子　○金子広和

内藤光雄、千葉良秋、矢
や

馳
ばせ

一郎、大沢えみ子、新良守

克

◆建設環境委員会

　◎土方隆司　○笹本英輔

西塚和
かず

音
ね

、齋藤誠、望月高志、大島政
まさのり

教、磯野和夫

問合せ議会事務局へ内線3312

　市では、特定健康診査の受診率向上や生活習慣病の重症化予防事業などにより医
療費の抑制に努めてきましたが、加入者の高齢化や医療の高度化などで医療費が
年々増加し、国民健康保険は厳しい財政運営を迫られています。これからも安定し
た制度を維持するため、平成28年度から税率などを改定しました。いつまでも安心
して医療を受けられるよう、加入者の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

 問合せ保険年金課へ内線1054

区　　分 改定後 改定前

①

医療給付費分

所得割 6.6％ 5.5％

資産割 20.0％ 34.0％

均等割 14,000円 8,000円

　平等割※ 10,000円 14,000円

限度額 52万円 44万円

②

後期高齢者

支援金等分

所得割 変更なし 2.5％

均等割 8,000円 6,000円

限度額 17万円 12万円

③

介護納付金分

所得割 1.3％ 1.2％

均等割 10,000円 8,000円

限度額 16万円 9万円

※平等割は、一世帯ごとに課税します

■28年度からの新しい税率など

軽減対象となる世帯の
前年所得の合計額

改定後  改定前

33万円以下 7割  6割

33万円＋（26万5千円×被保
険者数）以下

5割  4割

33万円＋（48万円×被保険
者数）以下

2割  軽減なし

■所得の少ない世帯への軽減措置を拡大
　世帯の総所得金額が一定基準以下の場合、均等
割額と平等割額が軽減されます。この軽減を受け
るための申請は必要ありません。
　ただし、16歳以上の国民健康保険加入者全員が
前年所得を申告していることが条件です。
　なお、病気や災害など特別な事情により納付が
困難な方は、申請により納付を分割することができ
ます。また、保険税が減免される場合もあります。

　国民健康保険税は、加入者の所得などをもとに、
①医療給付費分、②後期高齢者支援金等分、③介護
納付金分（40歳以上65歳未満の方が該当）のそれ
ぞれの税額を計算し世帯で合算します。
　なお、それぞれの税額は限度額までとなります。

　平成28年度の保険税額は、7月に郵送する「国民

健康保険税納税通知書」でお知らせします。

　制度の詳細は、納税通知書と同封の「こくほガイ

ド」をご覧ください。

■モデル世帯による税額の試算

改定後 改定前 近隣3市平均

 9,600円  11,200円  9,400円

●40歳代の夫婦と子ども二人の世帯
　夫：給与収入400万円　妻：パート収
　入60万円　固定資産税なし

●単身（65歳以上）の世帯　
　年金収入　153万円以下
　固定資産税なし

改定後 改定前 近隣3市平均

 360,100円  300,200円 　 362,900円

※近隣3市は所沢市・飯能市・入間市

※税額を事前にお知りになりたい方は、市公式ホー

ムページで試算することができます

　また、所得情報などを電話や窓口でお伝えいた

だくことで試算します

■税額の通知

●夫婦2人（65歳以上）の世帯　
　年金収入　夫：208万円　
　妻：79万円　固定資産税　5万円

改定後 改定前 近隣3市平均

 87,000円  86,100円  87,200円

●30歳代の夫婦と子ども一人の世帯
　夫：営業所得200万円　妻：所得なし
　固定資産税　5万円

改定後 改定前 近隣3市平均

 237,900円  206,500円  240,100円


